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振り返りと前進を

校長 石村直義

4月の新学期から3ヶ月が経過、一学期のしめくくりの時です。

時間の経過の早さを思わせられます。日々せわしなく、次々とするべきことに向かっていると、自分は

今、何をしているのかがぼんやりしてしまう。ましてや、過去の振り返りや、今に至る歩みがどうであっ

たかをしっかり見つめることができていないことを、ため息交じりに思ってしまいます。

皆さんも、これまでの学校生活に、嬉しかったこと、誇りに思えたことだけでなく、後悔や失敗もあっ

たことでしょう。試験において思うような結果が出なかったこと、友人関係で悩んだこと、挑戦を恐れて

しまったこと — そうした経験は、決して忘れ去るべきものではありません。むしろ、それらこそが皆さ

ん自身のこれからを形づくる大切な一部になります。大事なのは、それらの過去をどう捉えるかです。

失敗を単なる「嫌な思い出」で終わらせるのか、それとも「次に活かす学び」として受けとめるのか。

その違いが、これからの成長を大きく左右することになるでしょう。確かに、過去に正面から向き合うこ

とは、自分の弱さや未熟さを思い起こす、勇気の要る作業です。

ドイツの元大統領、リヒャルト‣フォン‣ヴァイツゼッカーという方は、自国の歴史を振り返り、「過

去に盲目になる者は、未来に対しても盲目になる」という有名な言葉を残しました。この言葉は、歴史や

自分自身の歩みを正しく見つめることの大切さを述べたものです。過去から目を背ければ、一見楽になる

かもしれません。しかし、そのとき私たちは大切な教訓や成長の機会を同時に失ってしまうのです。

そして、次に大切にしたいのは「今」です。「今、この瞬間」にどのような選択をし、どう一歩を踏み

出すか、今の積み重ねが未来を創ります。未来は遠い遠い先にあるものではなく、日々の小さな行動の積

み重ねの先にあるのです。たとえば、今日の授業に真剣に向き合うこと、困っている友人に声をかけるこ

と、自分の課題から逃げずに取り組むこと — その一つひとつが、確かな一歩となるのです。新しいこと

に向かうことには不安や迷いがつきものです。「失敗したらどうしよう」と思うのは自然なことです。し

かし、失敗を恐れず、成功へのヒントをもらったと思いましょう。前に進もうとする気持ちを大事にしま

しょう。どんなに小さな一歩でも、それは確実に未来へ繋がっています。

一学期を振り返り、新しい一歩が踏み出せますように。
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高総体 ─各部の結果─
【高総体】

☆新体操
[団体] 準優勝 久米、平井、日髙、大石、谷口

（九州大会‣九州ブロック出場権獲得）

[個人] 優勝 久米つづり(全国‣九州大会出場)

３位 平井彩摘 ５位 中島希海 ６位 俵坂百合

大きなご声援ありがとうございました。目標の全

国大会には、少しの差で届きませんでしたが、九州

大会、九州ブロック出場権を勝ち取ることが出来ま

した。今のメンバーでの試合を大切に勝ち進めるよ

う、残りの試合も頑張ります。

☆弓道
[団体] 予選敗退

[個人]予選敗退

県選手権ベスト4の布陣で臨んだ高総体も予選15

位で敗退。唯一の3年生福山の思いを来年へつなげま

す。

☆バレーボール ベスト１６

１回線 対 佐世保実業 ２－０

2回戦 対 長崎北陽台 ２－０

3回戦 対 島原商業 ０－２

順調に勝ち進みましたが３回戦のシード校との試

合ではうまさにやられてしまい、悔いが残る結果と

なりました。

☆バスケットボール ベスト１６

２回戦 対 諫早商業 79-44

３回戦 対 純心 69-123

善戦しましたが、四度（よたび）ベスト８の壁に

阻まれるという悔しい結果になりました。五度目の

挑戦は既に始まっています。

☆サッカー

1回戦 対 鎮西学院 0-16

今年は8人で出場しましたが、前半に１人けがして

しまい、ほとんどの時間を7人で戦いました。

試合には負けましたが、最後の笛が鳴るまで体を張っ

て守った姿は立派でした。

☆バドミントン
[団体] ３位（ベスト４）

１回戦 シード

２回戦 対 佐世保西 ３-０

３回戦 対 五島 ３-０

準々決勝 対 聖和女子学院 ３-２

準決勝 対 向陽 ０-３

[個人ダブルス]

ベスト８ ：横山‣小森

ベスト32：白仁田‣中村

ベスト32：庄司‣山本

[個人シングルス]

ベスト16：横山紗英子

ベスト16：小森結芽

ベスト32：中村琴葉

団体戦３位、個人戦ダブルス１組がベスト８、

シングルスで２人がベスト16でした。目標とし

ていた団体ベスト４に入ることができ、メンバー

全員で力を尽くすことができた良い試合でした。

☆卓球
[団体]

1回戦 対 諫早商業 ３-０

2回戦 対 清峰 2-3

[個人ダブルス]

ベスト１６：小田‣柳原

ベスト３２：岡部‣門田

[個人シングルス]

ベスト３２：門田莉衣音

ベスト３２：柳原優理

目標には届きませんでしたが、最後まで戦い抜

くことができました。応援ありがとうございまし

た。

沢山の感動を

ありがとう！！
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日々の暑さから気になって調べてみました。気象庁の観測によりますと昨年の長崎県の5月の日平均気

温19.4℃、日最高気温23.7℃でした。今年の5月の観測は、日平均気温21.2℃、日最高気温25.7℃、明

らかに暑いです。またさらにこの暑さを増す出来事がありました。６月末のことです。私の住むマンショ

ンの廊下の天井にクワガタがとまっていたのです。きっと裏の山から出てきたのでしょう。そしてその数

日後、学校で蝉の鳴き声を聞きました。クワガタも蝉も夏の虫たちです。これから夏本番になるにつれて

蝉の大合唱が鳴り響きます。クマゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、初秋にはヒグラシ‣‣‣。蝉の声

は、暑い夏をより暑く感じさせますが、神様が創られた自然や生き物を見つけながら、夏を感じ、四季を

感じ、様々な生命に感謝しながら過ごして行きたいと思います。 （常泉晶子）

今月の聖句

花の日 施設訪問

５月２９日（金）花の日礼拝がささげられました。生徒の皆さんや教職員の献金

によって購入したお花や、持ち寄ったお花を近隣の病院や、警察署、幼稚園などに

お届けし、神様の恵みを分かち合いました。献金は総額112,800円でした。お花の

購入と長崎市内で活動している4つの子ども食堂(くじら食堂、女の都みんなの食堂、

子ども食堂もぐら、オランダ坂子ども食堂)に献金させていただきます。皆様のご協

力に感謝申し上げます （奥田牧子）

三校合同 第３回サマーコンサート

６月２０日（土）１３時より、本校チャペルにて「第３回サマーコン

サート」を開催いたしました。奥田学園創成館高校、卒業生も在籍して

いる日本経済大学との合同演奏会でした。いよいよ迫ってきたコンクー

ルの課題曲や自由曲、そしてお互いの個性を出した曲を披露し会場も大

変盛り上がりました。終了後は交流会をし、日頃の練習方法を知る良い

機会となりました。 （杉町たまみ）

大会成績等

＜バレーボール部＞

長崎県ビーチバレーボール ジュニア選手権大会

優勝 活水鎮西学院ペア（ⅢD羽入田）

第３位 活水C（ⅡA阿比留‣ⅡA沖中）

※優勝ペアは全国大会‣九州大会出場、

第３位は九州大会出場

※優勝ペアはJVA第30回全日本ビーチバレー

ボール高校選手権大会 女子

８月８日～１１日（愛媛県伊予市）

全九州ビーチバレーボールジュニア選手権

（岩崎杯）大会

６月２６日～２８日（宮崎県日向市）第３位

長崎県ビーチバレーボール選手権大会

優勝 羽入田華音（活水）‣鎮西学院ペア

※全日本ビーチバレーボール選手権大会

女子 8月21日～23日 （大阪）

＜軽音楽同好会＞

長崎県高等学校軽音楽発表会

優秀賞 framboise

※高等学校軽音楽祭@九州R8 7月19日

宮崎市民プラザ オルブライトホール

（岩永崇史）

市中総体 －結果－

☆新体操部

[団体] 優勝 （６年連続） [個人] 優勝 北原聖妃

井上‣北原‣佐々木‣水口‣若狭 ２位 井上楓 ３位 佐々木ひなの

５位 藤井実愛 ６位 山﨑美粋

会場まで足を運んでいただき、たくさんの応援ありがとうございました。長崎市中総体での活水中学校団

体として最後の出場でしたが、落としミスなくまとめることが出来、優勝旗を持って帰ってくることができ

ました。個人でも、1位に中３北原、2位に中３井上、3位に中3佐々木が入賞しました。今年は8月４日に

長崎県立総合体育館で九州大会が行われます。次の7月26日の県大会、次の九州大会に向け、技術を磨き、

さらに上を目指して練習に励んでいきます。活水中学校として、出場できる残りの試合を大切に頑張ります。

中学英語暗唱発表会

５月２8日（木）に第47回英語暗唱発表会を行

いました。2年生の代表は小浦世蓮さん、福崎恭花

さん、宮﨑結衣さん、3年生の代表は武冨日南子さ

ん、永田風華さん、𠮷田幸未さんでした。出場者は

発音や抑揚、ジェスチャーなどを何度も練習して、

本番では素晴らしい発表ができました。また、司会を3年生の阪麻愛里さんと納富爽さんが務め、スムーズ

な会の進行に貢献しました。活水では、春休みの宿題として全員が英語の物語を暗唱します。代表者の発表

から良い刺激を受けて、今後の英語学習に取り組んでほしいと思います。 （安元和愛）

高総体 写真部活動

写真部では、毎年、高総体で頑張る運動部の活躍を撮影して回ります。今年も

部員全員で協力して、佐世保‣島原‣大村‣長崎の各会場で取材しました。選手

のスピード感ある動きを捉えてベストショットを撮るために、学校で模擬撮影も

行いました。構図の研究やカメラの設定調整など事前準備を重ね、一度きりの本

番の撮影に臨みました。撮った写真はオープンスクールで掲示します。感動の瞬

間を多くの方にお届けしたいです。 （菅のの香）

中高放送部も新体操の大会司会を

がんばりました。


